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一地下街が完成して一一

阪急百貨店食品部食品部長

堺

11月29日に梅田地下街の誕生を見ました。聞き

及びますところ，当日の人出 100万人とかさしも

の膨大こな 1万8千平方米の大地下街でも，まるで

十日戎文の参道よろしくの大雑踏で，一日を終始し

た様子は既に皆様方の御承知の事でございましよ

う当日私もそのお祭り気分の一人として，地下街

を一巡して見ました。

阪急ビルのあの大階段を降りて南行， 20米巾の

通路を挟んでの衣料品雑貨街を見せて頂き，新阪

急ヒワレえ，そして又北上し北のアミューズメント

・センクーである梅田映画劇場， コマ劇場地下に

至る詞側の食堂街を，そして反転し，曽根崎竺察

署，富国生命ビルとの問を左折する食品街をと見

置l

聞するのに40分余りの時間がかかりました。プロ

ック毎に盤然と区劃され，夫々が明る＜消潔で，

且つ多彩な各店舗が限々しく御開店になり，大阪

の玄関である北の周辺が更にアクティプな大繁華

街として体質改善されました事を心よりお疫び申

し上げる次第で御座います。

大地下街を見ますに，その半数以上が食幽，食

品のお店である様にお見受け致しました。不躾な

言葉で恐縮ですが私達の生活に欠せぬ衣・食・住

問題の一つである「食」の魅力をここに現出され

た様で「食倒れ大阪」の看板を更に改めて認識し

た次第です。

こうして北大阪の一閤に各地の代表的な食品関

係店が軒をならべ，施設に品質にそしてもっと大

切な衛生の諸問題にとりくみ，互に研究もし，ま

た良い意味での競争をして大阪の公衆衛生の向上

に寄与しなければならないと，その業にサ蒻わる一

員として自麗を新たにした次第でございます。

じゅうせき
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